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研 究 分 野 教育経営学 

研究キーワード スクールリーダー教育，クラフト，アクション・リサーチ 

研 究 内 容 □専門領域は教育経営学である。スクールリーダー教育を研究テーマとしており，主に下記の3つの

研究課題に取り組んでいる。 

（１）戦略クラフティングに基づくスクールリーダー教育に関する研究 

現在，支配的な戦略論は，事前にリーダー層が組織内外の環境を分析してビジョンや戦略を

形成し，それらを組織構成員が実行すると考える戦略プランニングである。カナダの経営学者

ミンツバーグは，この戦略論が戦略形成のプロセスを歪めていると批判し，組織は行為や経験

を通じた学習によって，ビジョンや戦略を創発的に形成すると考える戦略クラフティングを提

唱する。そして，この戦略論を踏まえたマネジメント教育論を展開している。彼のマネジメン

ト教育論に注目して，スクールリーダーに求められるマネジメント能力やその能力を高めるた

めのカリキュラム，教育方法について，研究を行っている。 

 

（２）サイエンス（科学）の時代のスクールリーダーに替わるスクールリーダーを養成するスクール

リーダー教育に関する研究 

アメリカでは，1980年代半ば以降，スクールリーダーの専門性の基礎となる知識ベースにつ

いて，科学的・理論的な知識に加えて，クラフト（経験から得られる技）的な知識の側面に光

が当てられ，実践的な教育が行われるようになる。こうした動きを主導した論者たちは，スク

ールリーダー像やスクールリーダー教育の在り方をいかに転換しようとしたのかについて，研

究を進めていきたいと考えている。 

 

（３）アクション・リサーチを中核とする教職大学院におけるスクールリーダー教育プログラムに関

する研究 

    マネジメントはクラフトの側面が大きく，実際の仕事（ 実践） を通じた省察によって学習

する必要がある。こうした考えのもと，学校の課題解決を通してマネジメント能力の開発を狙う

教育方法であるアクション・リサーチを中核とする教職大学院のカリキュラム構成の考え方等に

ついて，研究を行っている。 
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